
 
 
 
 
 

 

 
 
   

 

 

 
   

 
   
  

 
   
  

     
  

   

 
  

 
 (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成24年３月期の連結業績（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期 217,825 △1.9 5,916 14.3 6,118 14.5 3,497 △34.9
23年３月期 222,074 16.2 5,177 10.4 5,343 13.0 5,372 84.1

(注) 包括利益 24年３月期 3,455百万円( △27.4％) 23年３月期 4,758百万円( 34.1％)

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年３月期 14.59 14.52 12.9 9.3 2.7
23年３月期 22.41 21.35 22.8 8.8 2.3

(参考) 持分法投資損益 24年３月期 △43百万円 23年３月期 11百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期 67,465 28,698 42.4 113.14
23年３月期 64,390 25,826 39.8 102.54

(参考) 自己資本 24年３月期 28,577百万円 23年３月期 25,645百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による 

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年３月期 △263 △1,153 △318 7,001
23年３月期 △1,098 △295 △623 8,837

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向 
(連結)

純資産
配当率 
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年３月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00 476 8.9 2.1
24年３月期 ― 0.00 ― 2.90 2.90 724 19.9 2.7

25年３月期(予想) ― 0.00 ― 32.00 32.00 20.1

(注)1.上記に記載した25年３月期（予想）の配当金予想は、本日（平成24年４月23日）別途開示いたしました「株式
   併合および単元株式数の変更の方針に関するお知らせ」及び「配当方針の変更及び配当予想の修正に関する 
   お知らせ」の影響を考慮しております。 
    2.上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式 
     （非上場）については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧下さい。

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 110,000 △0.8 2,750 △14.9 2,750 △16.7 1,800 △8.2 71.55

通 期 230,000 5.6 6,300 6.5 6,300 3.0 4,000 14.4 159.00



   

 

 

 
  
  

   
  

   
  

 

   

   
  

（２）個別財政状態 

 
       
  

 

   

 

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

  新規 ― 社 ( ) 、除外 ― 社 ( )

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期 250,204,599株 23年３月期 238,691,442株

② 期末自己株式数 24年３月期 336,516株 23年３月期 322,295株

③ 期中平均株式数 24年３月期 239,249,810株 23年３月期 238,390,507株

(参考) 個別業績の概要
１．平成24年３月期の個別業績（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期 197,650 △3.5 5,068 13.1 5,628 18.5 3,397 △36.0
23年３月期 204,734 16.1 4,481 10.3 4,751 12.8 5,311 109.2

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期 14.17 14.10
23年３月期 22.15 21.11

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期 64,165 26,713 41.6 105.68
23年３月期 60,646 23,738 39.1 94.53

(参考) 自己資本 24年３月期 26,713百万円 23年３月期 23,738百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務

諸表に対する監査手続を実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想における「１株当たり当期純利益」は、平成24年６月13日開催予定の定時株主総会において、10株を１株

への株式併合及び１単元の株式数を1,000株から100株とする決議を行う予定でありますので、翌連結会計年度の期首
において当該株式併合が行われたと仮定し算定しております。詳細については、本日（平成24年４月23日）別途開示
いたしました「株式併合および単元株式数の変更の方針に関するお知らせ」及び「配当方針の変更及び配当予想の修
正に関するお知らせ」をご参照下さい。また、平成23年８月１日より取得請求が可能となっています第四回優先株式
の転換についても当該株式併合の影響を考慮した上で、本決算短信開示日（平成24年４月23日）以降に転換されたと
仮定し、取得請求に伴う普通株式増加数を考慮した普通株式の期中平均株式数に基づき算定しております。 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成
績に関する分析」をご覧下さい。



  

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

 
（注）1.第三回優先株式は、平成24年３月26日をもって普通株式へ全株転換し、平成24年３月28日に全株消却したこと 

  から、25年３月期（予想）における１株当たり配当金の内訳は記載しておりません。また、第四回優先株式の 

  転換が、平成23年８月１日より取得請求が可能となっています。普通株式への転換の状況により、25年３月期 

 （予想）における第四回優先株式の配当金総額が変動する場合があります。なお、ここで言う転換とは、取得請 

  求権付種類株式であるこれらの優先株式の取得と引換えに普通株式を交付することを表しています。 

2.25年３月期（予想）の第四回優先株式の予想配当については、平成24年６月13日開催予定の定時株主総会にお 

  いて、10株を１株への株式併合及び１単元の株式数を1,000株から100株とする決議を行う予定でありますので 

  、当該株式併合が行われたと仮定し算定しております。 

種類株式の配当の状況

年間配当金
配当金総額
（合計）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

23年３月期 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円

第三回優先株式 ― ― ― 12.91 12.91 22

第四回優先株式 ― ― ― 11.66 11.66 6

24年３月期

第三回優先株式 ― ― ― ― ― ―

第四回優先株式 ― ― ― 11.10 11.10 6

25年３月期（予想）

第四回優先株式 ― ― ― 110.50 110.50 6
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① 当連結会計年度の概要  

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の復旧が進み、生産活動の回復から緩やかに持

ち直しているものの、景気の先行きについては、欧州の政府債務危機などを背景とする海外景気の下振

れリスクや円高の定着などにより、不透明な状況が続いております。 

このような状況の中、重点施策である開発推進や機能のある取引へのシフトにより、当連結会計年度

の売上高は、前年同期比1.9％減の2,178億25百万円、営業利益は、前年同期比14.3％増の59億16百万

円、経常利益は、前年同期比14.5％増の61億18百万円となり、過去最高益を更新いたしました。当期純

利益は、連結子会社の解散に伴う繰延税金資産を前年同期に計上しましたが、当連結会計年度は税負担

が平準化したこと等もあり、前年同期比34.9％減の34億97百万円となりました。 

  

② 事業別の状況  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。  

当セグメントにおきましては、自動車のサプライチェーンの急回復等に伴い産業資材分野が堅調に推

移したことにより、売上高は前年同期比3.9％増の1,092億37百万円となり、セグメント利益（営業利

益）は増収効果に加え益率の改善および経費効率の大幅改善により前年同期比39.6％増の35億68百万円

となりました。 

当セグメントにおきましては、第２四半期連結累計期間まで堅調に推移しておりましたが、第３四半

期連結会計期間に入り、中国市場の需要が減速したこと等により、売上高は前年同期比6.5％減の625億

76百万円となり、セグメント利益（営業利益）は前年同期比5.9％減の20億65百万円となりました。 

当セグメントにおきましては、中南米向け中国事業は順調に推移しているものの、第３四半期連結会

計期間に入り、中南米市場の需要が低迷したこと等により、売上高は前年同期比7.8％減の452億48百万

円となり、セグメント利益（営業利益）は前年同期比31.8％減の２億30百万円となりました。 

当セグメントにおきましては、前年同期に連結子会社の１社を解散したことにより、売上高は前年同

期比23.2％減の７億63百万円となり、セグメント利益（営業利益）は前年同期比41.6％減の52百万円と

なりました。 

  

③ 次期の見通し  

今後のわが国経済の先行きは、欧州の政府債務危機などを背景とする海外景気の下振れリスクによ

り、依然として不透明であり、当社及びグループ企業を取り巻く事業環境も引き続き厳しい状況である

ことが予想されます。 

 このような事業環境で、当社及びグループ企業は平成24年４月23日に開示しました新たな中期経営計

画「躍進２０１３」を４月からスタートさせ、新たな成長に向けた基本戦略である「経営基盤強化」、

「連結グローバル経営」及び「新規開発・投資とM&A」の推進に取り組んでまいります。次期の連結業

績は、売上高2,300億円（前年同期比5.6%増）、営業利益63億円（前年同期比6.5%増）、経常利益63億

円（前年同期比3.0%増）、当期純利益40億円（前年同期比14.4%増）と見通しております。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

（繊維事業）

（化学品事業）

（機械事業）

（その他）
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（資産） 

 当連結会計年度末における総資産は、674億65百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億75百万円

増加しました。これは主に受取手形及び売掛金が38億69百万円増加したことによるものであります。 

（負債） 

 当連結会計年度末における負債は、387億66百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億３百万円増

加しました。これは主に未払法人税等が18億64百万円増加、流動負債のその他に含まれる前受金が15億

39百万円増加、支払手形及び買掛金が33億98百万円減少したことによるものであります。 

（純資産） 

 当連結会計年度末における純資産は、286億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ28億71百万円

増加しました。これは主に当期純利益の計上により34億97百万円増加、配当の支払により５億６百万円

減少したことによるものであります。 

  

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ18億36百万円減少し、当連結会計年度末には、70億１百万円となりました。  

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー  

 営業活動による資金の減少は２億63百万円（前年同期は10億98百万円の資金の減少）となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前当期純利益60億41百万円です。支出の主な内訳は、売上債権の増加額

39億33百万円、仕入債務の減少額33億63百万円、たな卸資産の増加額６億58百万円によるものです。 

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー  

 投資活動による資金の減少は11億53百万円（前年同期は２億95百万円の資金の減少）となりました。

これは、主に出資金の払込による支出５億35百万円、投資有価証券の取得による支出４億14百万円によ

るものであります。  

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー  

 財務活動による資金の減少は３億18百万円（前年同期は６億23百万円の資金の減少）となりました。

これは、主に配当の支払額５億４百万円によるものです。 

（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況 

② キャッシュ・フローの状況 

蝶理㈱(8014) 平成24年3月期 決算短信（連結）

-3- 



  
(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
自己資本比率：自己資本/総資産  

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い 

１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式を除く）により計算しております。 

３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている短期借入金及び長期借入金を対象としており

ます。また、利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

 株主への利益還元を重要な経営課題の一つと位置付けており、機動的な利益還元と、経営・財務の安

定性確保の観点から、当期純利益の水準に応じた業績連動型配当の実施を基本方針とすることを平成24

年４月23日開催の取締役会において決議いたしました。具体的には、配当額は事業発展のための内部資

金の確保に留意しつつ、経営環境等を総合的に勘案し、連結配当性向20%を目処といたします。この方

針のもと、当期の普通株式についての期末配当金は、１株当たり年間2.9円の配当を行うことを予定し

ております。 

 次期の普通株式につきましては、連結当期純利益が現状の見通しである40億円を前提として、平成24

年６月13日に開催予定の定時株主総会で10株を１株とする株式併合の決議予定後の普通株式数をベース

とした１株当たり年間32円の配当を行うことを予定しております。 

 なお、平成24年４月23日開催の取締役会において、資本効率の向上を通じて株主価値の向上を図るた

め、普通株式を平成24年４月23日から平成25年４月22日までの間に、1,000万株または12億円を上限と

する自己株式の取得を行うことを決議いたしました。 

  

平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率 22.9% 33.9% 37.5% 39.8% 42.4%

時価ベースの自己資本比率 29.8% 39.4% 46.8% 36.6% 37.8%

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

11.9% ―% 10.5% ―% ―%

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

19.5 ― 42.0 ― ―

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社及びグループ企業は、２０１３年度を最終年度とする中期経営計画「躍進２０１３」（平成24年

４月23日開示）を策定いたしました。「躍進２０１３」の諸施策を着実に推進し、高機能・高専門性を

基盤として常に進化し続ける企業集団を実現し、企業価値を増大することを目指してまいります。 

  

当社及びグループ企業は、経常利益の拡大と、経営環境の変化並びにこれまで策定した中期経営計画

を踏まえ高いＲＯＡ（連結総資産経常利益率）水準を維持することを目標としております。 

  

中期経営計画「躍進２０１３」の基本戦略である「経営基盤強化」、「連結グローバル経営」及び

「新規開発・投資とM&A」を推進してまいります。 

  

①経営基盤強化 

 新たな成長を支える経営基盤強化として、事業基盤と人的基盤の強化に取り組んでまいります。事業

基盤強化では、「事業の継続的見直しと入れ替え」、「経費圧縮」及び「リスク資産の適正管理」の施

策を推進します。また、人的基盤強化においては「人材確保」、「人材教育」及び「コンプライアン

ス・ガバナンス力の強化」の施策を推進してまいります。 

  

②連結グローバル経営 

 連単倍率の更なる拡大に向けて、海外事業の強化に取り組んでまいります。特に、中国や成長著しい

アジア諸国での海外事業を拡大すべく、適地調達・生産・販売網の構築と現地マネジメントの強化を図

ります。 

  

③新規開発・投資とM&A 

 次なる収益の柱の育成と強化に向けて、業容を拡充させ事業範囲の拡大に取り組んでまいります。中

長期的な視点で成長分野・成長市場への取り組みを行い、新たな事業を創出いたします。また、それに

必要な投資を財務の効率性・健全性を考慮し推進してまいります。 

  

２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題
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当社及びグループ企業の事業その他に関するリスクについて、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性があると考えられる主な事項を次のとおり記載します。なお、当社及びグループ企業は、これらの

リスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合の対応に努める所存であります。 

 次の事項には、将来に関するものが含まれますが、当該事項は当連結会計年度末現在において判断し

たものであります。 

  

① 為替レートの変動 

 当社及びグループ企業は様々な通貨で取引を行っており、経営成績は為替レ－ト変動の影響を受ける

可能性があります。また、当社及びグループ企業は外貨建金銭債権債務等に係る為替変動の影響を最小

限に止めるため、ヘッジ手段として為替予約を締結しておりますが、予測を超えた為替変動が当社及び

グループ企業の経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。 

  

② カントリーリスク 

 当社及びグループ企業は、海外の取引先と多くの取引を行なっており、カントリーリスクがあります

ので、独立行政法人日本貿易保険の貿易保険を付保することなどにより、適切にリスクヘッジしており

ます。 

 また、当社及びグループ企業の海外取引に関わる営業活動は、国際的な貿易障壁・貿易紛争及び国家

間における自由貿易協定・多国間協定に起因する競合によって制約を受ける可能性があります。 

  

③ 特定地域・市場への集中 

 当社及びグループ企業は、消費市場・製造拠点としての中国を重要な事業対象地域と位置づけ、経営

資源を投入しております。中国総代表を中心とした運営体制を敷き、事業環境整備、事業運営の統一を

図りながらリスク回避に努めております。 

 しかしながら、経済成長を続けている中国には、人民元の変動・電力エネルギーのインフラ整備・金

融システム・企業倒産・法制の動向などにより事業活動に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

④ 原材料価格変動にかかるリスク 

 原油をはじめとする原材料価格高騰により、当社及びグループ企業の扱っております商材の仕入れコ

ストや製品の製造コストのみならず、荷造費・運賃などの販売費につきましても、すでに少なからぬ影

響を受けておりますが、今後、原油価格等の変動によっては、当社及びグループ企業の経営成績及び財

政状態に悪影響を与える可能性があります。 

  

⑤ 不良債権発生のリスク 

 当社及びグループ企業の取引先で貸倒懸念のある取引先については、必要と認められる引当を計上し

ておりますが、予期せぬ貸倒リスクが顕在化し、追加的な損失や引当の計上によって、当社及びグルー

プ企業の経営成績及び財政状態に悪影響を与える可能性があります。 

（４）事業等のリスク
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,906 6,110

関係会社預け金 3,000 1,000

受取手形及び売掛金 35,189 39,058

商品及び製品 9,448 9,993

仕掛品 57 74

原材料及び貯蔵品 16 53

未着商品 168 212

繰延税金資産 786 419

その他 3,672 3,157

貸倒引当金 △74 △45

流動資産合計 58,171 60,034

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 204 171

減価償却累計額 △68 △60

建物及び構築物（純額） 135 110

機械装置及び運搬具 874 957

減価償却累計額 △638 △660

機械装置及び運搬具（純額） 236 297

工具、器具及び備品 411 427

減価償却累計額 △275 △303

工具、器具及び備品（純額） 136 123

土地 25 －

建設仮勘定 － 13

有形固定資産合計 534 545

無形固定資産 86 67

投資その他の資産   

投資有価証券 2,990 3,516

長期貸付金 44 54

繰延税金資産 518 484

その他 2,950 3,498

貸倒引当金 △905 △736

投資その他の資産合計 5,598 6,817

固定資産合計 6,219 7,430

資産合計 64,390 67,465
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 31,883 28,485

短期借入金 271 460

未払法人税等 204 2,068

賞与引当金 503 571

返品調整引当金 1 2

関係会社整理損失引当金 42 42

その他 4,132 5,530

流動負債合計 37,038 37,160

固定負債   

繰延税金負債 3 5

退職給付引当金 1,168 1,266

役員退職慰労引当金 116 161

負ののれん 236 173

固定負債合計 1,524 1,605

負債合計 38,563 38,766

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,800 6,800

資本剰余金 1,700 1,700

利益剰余金 19,373 22,355

自己株式 △43 △44

株主資本合計 27,830 30,811

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △344 △262

繰延ヘッジ損益 56 67

為替換算調整勘定 △1,896 △2,037

その他の包括利益累計額合計 △2,184 △2,233

少数株主持分 181 120

純資産合計 25,826 28,698

負債純資産合計 64,390 67,465
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 222,074 217,825

売上原価 203,255 197,805

売上総利益 18,818 20,020

販売費及び一般管理費 13,641 14,103

営業利益 5,177 5,916

営業外収益   

受取利息 96 90

受取配当金 106 91

持分法による投資利益 11 －

負ののれん償却額 62 62

為替差益 － 11

債務勘定整理益 144 122

雑収入 184 256

営業外収益合計 605 636

営業外費用   

支払利息 93 124

手形売却損 90 102

売上割引 85 91

持分法による投資損失 － 43

為替差損 59 －

雑支出 108 73

営業外費用合計 439 434

経常利益 5,343 6,118

特別利益   

投資有価証券売却益 17 64

負ののれん発生益 － 1

貸倒引当金戻入額 291 －

その他 2 2

特別利益合計 312 68

特別損失   

創業150年記念費用 － 69

固定資産処分損 15 35

ゴルフ会員権評価損 12 18

投資有価証券評価損 266 3

災害による損失 34 －

関係会社株式売却損 33 －

その他 0 17

特別損失合計 363 145

税金等調整前当期純利益 5,292 6,041

法人税、住民税及び事業税 341 2,178

法人税等調整額 △431 357

法人税等合計 △89 2,535

少数株主損益調整前当期純利益 5,382 3,505

少数株主利益 10 8

当期純利益 5,372 3,497
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 連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 5,382 3,505

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △57 82

繰延ヘッジ損益 △32 10

為替換算調整勘定 △419 △144

持分法適用会社に対する持分相当額 △114 1

その他の包括利益合計 △624 △50

包括利益 4,758 3,455

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 4,752 3,448

少数株主に係る包括利益 5 7
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 6,800 6,800

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,800 6,800

資本剰余金   

当期首残高 1,700 1,700

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,700 1,700

利益剰余金   

当期首残高 14,514 19,373

当期変動額   

剰余金の配当 △508 △506

当期純利益 5,372 3,497

自己株式の処分 △0 △0

その他 △4 △8

当期変動額合計 4,859 2,982

当期末残高 19,373 22,355

自己株式   

当期首残高 △40 △43

当期変動額   

自己株式の取得 △3 △1

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △3 △1

当期末残高 △43 △44

株主資本合計   

当期首残高 22,974 27,830

当期変動額   

剰余金の配当 △508 △506

当期純利益 5,372 3,497

自己株式の取得 △3 △1

自己株式の処分 0 0

その他 △4 △8

当期変動額合計 4,855 2,980

当期末残高 27,830 30,811
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △287 △344

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △57 82

当期変動額合計 △57 82

当期末残高 △344 △262

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 89 56

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △32 10

当期変動額合計 △32 10

当期末残高 56 67

為替換算調整勘定   

当期首残高 △1,367 △1,896

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △528 △141

当期変動額合計 △528 △141

当期末残高 △1,896 △2,037

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △1,565 △2,184

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △619 △49

当期変動額合計 △619 △49

当期末残高 △2,184 △2,233

少数株主持分   

当期首残高 180 181

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 0 △60

当期変動額合計 0 △60

当期末残高 181 120

純資産合計   

当期首残高 21,590 25,826

当期変動額   

剰余金の配当 △508 △506

当期純利益 5,372 3,497

自己株式の取得 △3 △1

自己株式の処分 0 0

その他 △4 △8

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △618 △109

当期変動額合計 4,236 2,871

当期末残高 25,826 28,698
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 5,292 6,041

減価償却費 180 184

負ののれん償却額 △62 △62

退職給付引当金の増減額（△は減少） 71 98

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 44

貸倒引当金の増減額（△は減少） △392 △197

受取利息及び受取配当金 △202 △182

支払利息 93 124

為替差損益（△は益） 270 68

持分法による投資損益（△は益） △11 43

ゴルフ会員権評価損 12 18

投資有価証券売却損益（△は益） △17 △64

投資有価証券評価損益（△は益） 266 3

関係会社株式売却損益（△は益） 33 －

売上債権の増減額（△は増加） △5,930 △3,933

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,772 △658

仕入債務の増減額（△は減少） 3,785 △3,363

未収消費税等の増減額（△は増加） △477 237

その他の資産の増減額（△は増加） △113 △478

その他の負債の増減額（△は減少） 461 1,447

その他 △269 273

小計 220 △355

利息及び配当金の受取額 206 195

利息の支払額 △98 △131

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,427 28

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,098 △263

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △152 △191

有形固定資産の売却による収入 4 19

無形固定資産の取得による支出 △31 △14

投資有価証券の取得による支出 △123 △414

投資有価証券の売却による収入 32 131

出資金の払込による支出 － △535

関係会社出資金の払込による支出 － △72

貸付けによる支出 △12 △15

貸付金の回収による収入 31 12

その他 △41 △72

投資活動によるキャッシュ・フロー △295 △1,153
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △106 190

自己株式の取得による支出 △3 △1

配当金の支払額 △506 △504

その他 △7 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △623 △318

現金及び現金同等物に係る換算差額 △253 △66

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,271 △1,802

現金及び現金同等物の期首残高 11,103 8,837

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 4 －

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △32

現金及び現金同等物の期末残高 8,837 7,001
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該当事項はありません。 

  

 前連結会計年度において、「特別利益」に独立掲記していました「固定資産売却益」は、金額的に重

要性がないため、当連結会計年度より「その他」に含めております。この表示方法の変更を反映させる

ため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別利益」の「固定資産売却益」に表示し

ていた２百万円は、「その他」２百万円として組み替えております。 

  

 前連結会計年度において、「特別損失」に独立掲記していました「投資有価証券売却損」は、金額的

に重要性がないため、当連結会計年度より「その他」に含めております。この表示方法の変更を反映さ

せるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別損失」の「投資有価証券売却損」に表

示していた０百万円は、「その他」０百万円として組み替えております。 

  

 前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「負ののれん償却額」は、内容を明確に表示するため、当連結会計年度より独立掲記することとしてお

ります。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っており

ます。 

 この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他」に表示していた△331百万円は、「負ののれん償却額」△62百万円、「その

他」△269百万円として組み替えております。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）表示方法の変更

(連結損益計算書関係)

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

蝶理㈱(8014) 平成24年3月期 決算短信（連結）

-15- 



  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社は事業の種類別に部門を配置し、各部門は事業の種類別に国内及び海外の包括的な戦略を立案

し、事業展開しております。 

 従って、当社は部門を基礎とした事業の種類別セグメントから構成されており、「繊維事業」、

「化学品事業」及び「機械事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「繊維事業」は主に化・合繊、その他の天然繊維等の綿及び原糸並びに化・合繊、絹その他の天然

繊維等の織物、編物及び製品並びに産業資材、「化学品事業」は主に有機化学品、無機化学品、精密

化学品、医薬原料、食品・飼料添加剤及び天鉱産品、「機械事業」は主に車輌、機械及び関連資材を

取り扱っております。 
  

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要

な事項」における記載と概ね同一であります。 

セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 
  

前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

(単位：百万円)

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報・通信機器、不動産の取扱及

び各種役務提供等を含んでおります。 

２ 報告セグメント及びその他の事業セグメントのセグメント利益の合計は、連結損益計算書の営業利益と一致

しております。 

３ セグメント資産のうち、調整額の項目に含めた全社資産1,322百万円は、提出会社の繰延税金資産でありま

す。 

  

（７）連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報)

１.報告セグメントの概要

２.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

３.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)３

連結
財務諸表 
計上額 
(注)２

繊維事業 化学品事業 機械事業 計

 売上高

外部顧客への売上高 105,089 66,913 49,077 221,080 993 222,074 ― 222,074

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― ― ― ― 695 695 △695 ―

計 105,089 66,913 49,077 221,080 1,689 222,769 △695 222,074

 セグメント利益 2,555 2,194 337 5,087 89 5,177 ― 5,177

 セグメント資産 44,507 14,739 3,408 62,655 412 63,068 1,322 64,390

 その他の項目

 減価償却費 83 45 25 154 12 167 ― 167

 持分法適用会社への 
 投資額

277 939 62 1,279 71 1,351 ― 1,351

 有形固定資産及び無形 
 固定資産の増加額

89 56 33 179 8 188 ― 188
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当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

(単位：百万円)

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報・通信機器、不動産の取扱及

び各種役務提供等を含んでおります。 

２ 報告セグメント及びその他の事業セグメントのセグメント利益の合計は、連結損益計算書の営業利益と一致

しております。 

３ セグメント資産のうち、調整額の項目に含めた全社資産943百万円は、提出会社の繰延税金資産でありま

す。 

  

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)３

連結
財務諸表 
計上額 
(注)２

繊維事業 化学品事業 機械事業 計

 売上高

外部顧客への売上高 109,237 62,576 45,248 217,062 763 217,825 ― 217,825

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― ― ― ― 527 527 △527 ―

計 109,237 62,576 45,248 217,062 1,291 218,353 △527 217,825

 セグメント利益 3,568 2,065 230 5,864 52 5,916 ― 5,916

 セグメント資産 48,988 13,932 3,211 66,133 388 66,521 943 67,465

 その他の項目

 減価償却費 93 44 28 165 3 168 ― 168

 持分法適用会社への 
 投資額

350 890 69 1,309 64 1,374 ― 1,374

 有形固定資産及び無形 
 固定資産の増加額

120 53 34 208 6 215 ― 215
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前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

(1) 売上高 

 
(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国ごとに分類しております。 

  

(2) 有形固定資産 

 
  

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載事項

はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

(1) 売上高 

 
(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国ごとに分類しております。 

  

(2) 有形固定資産 

 
  

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載事項

はありません。 

  

(関連情報)

１.製品及びサービスごとの情報

２.地域ごとの情報

(単位：百万円)

日本 中国 チリ その他 合計

111,235 41,124 31,859 37,853 222,074

(単位：百万円)

日本 中国 その他 合計

412 70 51 534

３.主要な顧客ごとの情報

１.製品及びサービスごとの情報

２.地域ごとの情報

(単位：百万円)

日本 中国 チリ その他 合計

115,467 33,674 26,934 41,748 217,825

(単位：百万円)

日本 中国 その他 合計

419 70 55 545

３.主要な顧客ごとの情報
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前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 該当事項はありません。 

  

前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 （単位：百万円） 

 
  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 （単位：百万円） 

 
  

前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 重要性がないため記載を省略しています。 

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

報告セグメント

その他 合計 調整額
連結

財務諸表 
計上額繊維事業 化学品事業 機械事業 計

 （負ののれん）

 当期償却額 62 ― ― 62 ― 62 ― 62

 当期末残高 236 ― ― 236 ― 236 ― 236

報告セグメント

その他 合計 調整額
連結

財務諸表 
計上額繊維事業 化学品事業 機械事業 計

 （負ののれん）

 当期償却額 62 ― ― 62 ― 62 ― 62

 当期末残高 173 ― ― 173 ― 173 ― 173

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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(注) １．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。 

  

 
  

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

   

(１株当たり情報)

前事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

１株当たり純資産額    102.54円 113.14円

１株当たり当期純利益金額 22.41円    14.59円

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益金額

 21.35円 14.52円

項目
前事業年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

 連結損益計算書上の当期純利益(百万円) 5,372 3,497

 普通株式に帰属しない金額の主要な内訳（百万円）
  優先株式配当金 29 6

 普通株主に帰属しない金額（百万円） 29 6

 普通株式に係る当期純利益(百万円) 5,342 3,490

 普通株式の期中平均株式数(千株) 238,390 239,249

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

 当期純利益調整額(百万円) ― ―

 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定に
 用いられた普通株式増加数の主要な内訳(千株) 
  第三回優先株式 
  第四回優先株式

  
11,513 
1,704

  
― 

1,704

 普通株式増加数(千株) 13,217 1,704

 希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
 当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

― ―

項目
前事業年度末

（平成23年３月31日）
当事業年度末

（平成24年３月31日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(百万円) 25,826 28,698

普通株式に係る純資産額(百万円) 24,441 28,270

差額の主な内訳(百万円) 
 優先株式発行額 
  優先株式配当金 
  少数株主持分

1,175 
29 
181

300 
6 

120

普通株式の発行済株式数(千株) 238,691 250,204

普通株式の自己株式数(千株) 322 336

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数(千株)

238,369 249,868
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該当事項はありません。 

  

当社は、平成24年４月23日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み 

    替えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしました。 

       １．理由 

      経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を可能とするため 

    ２．取得する株式の種類：普通株式 

    ３．取得する株式の数：10,000,000株（上限） 

    ４．株式取得価格の総額：1,200百万円（上限） 

    ５．自己株式取得の期間：平成24年４月23日から平成25年４月22日まで 

(重要な後発事象)

前連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)

当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日)
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